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受変電設備には絶縁監視装置を設置することで、法定点検の負荷を低減している。
各棟、外壁メンテナンス用の足場やフックなどを計画し、維持管理しやすい計画としている。
海岸線に近いため、屋外設置設備機器は耐塩仕様とし耐久性を高めている。外壁や建具の仕上には、フッ素系塗装剤を使い耐候性に
配慮している。機械室に面した外壁に大型の扉を計画し、設備の将来的な更新性に配慮した計画としている。
エネルギーサービス方式を採用しており、熱源運用実績の蓄積・解析を行い、コジェネ運転をはじめとした熱源システムの運用最適化を
行っている。

敷地内で井水・温泉を汲み上げ、厨房除害処理水とろ過した雨水を雑用水とすることで、地域水インフラへの負荷を低減している。
施設全体で統一されたピクトやフォント、カラーデザイン、多言語対応を行っている。スタジアム、アリーナに多数の車いす席を配置しており、

19耐久性
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Ｃ.社会軸（環境）
Environment

スタジアム、ホテル、アリーナ、オフィス、商業棟という5つの異なる機能を統一感のある形でまとめ、ウォームグレーを中心として、
控えめにおさえた色彩に寄りながら、全体として、都市の新しいにぎわい拠点としての都市美を形成している。
東西に稲佐山と金比羅山の二つの山を控え、浦上川と幹線道路に挟まれた立地において、建物を適切に分節することで、規模・

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

☆

多様な利用者が気軽に訪れることができる。

天然杉木ルーバーや、空調換気ダクトにダンボールダクト等の低CO2資材を採用することにより資源消費を抑制した。
スタジアムやアリーナでのイベント時の騒音及びタテノリ振動シミュレーションを行い周囲への影響に対して事前対策を講じている。

18維持管理

☆

設備的な工夫を行い、電気、水のランニングコストを低減している。

掘削土の場外搬出を低減するために、外構レベルやスタジアムピッチレベルを施工期間中に合理的な高さに設定した。
施設の中でも中央熱源と分散熱源を使い分けることで、機能性を確保しながら熱源系統のコスト低減を実施した。
コジェネによるピークデマンド低減や、井水利用、厨房除害設備による厨房排水の雑用水再生、雨水ろ過による雑用水製造等の

施設全体でコンクリート表しや直天井など仕上げ材を削減することで、建設資源の消費を抑えた計画としている。一部コンコース軒天上の

☆

☆

□評価項目

06機能性

08利便性

09安全性

10先導性

01審美感

02調和性

03独創性

07効率性

Ａ.感性軸（造形）
Form

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

04象徴性

05完成度

□評価項目に対する設計者のデザイン意図

☆

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述してください。）

長崎の新しいにぎわい拠点として、従来の閉鎖的なスタジアムとは異なり街に開放された施設とすることで、スタジアムの熱狂が街へと
連続し、感動を生み出す空間として街の象徴性を備えている。
我が国の従来のプロサッカー場の型から大きく変え、都市的なにぎわい拠点として年間485万人の集客実績が示されている。

スタジアムと相乗効果を創出できる５つの機能（ホテル、商業、オフィス、アリーナ、駐車場）を融合する「コンコース」を２層にまたがり

スポーツとエンターテインメントの力で平和の発信と地域創生を目指し、民設民営での新たなプロトタイプとなることを目指した。

形状・色彩の各面から周辺の街並みとの調和を実現し、既存の町並みとの連続性に十分配慮した調和のとれた計画となっている。
従来のサッカー場複合施設と比較して、コンコースを各機能をつなぐ役割として活用し、日常的に公園のような大きな日陰
の園路を持つ新しいサッカー場の形態を提案している。独創的なにぎわい空間を実現している。

☆

☆

している。コンコースを2,3階とすることで1階車両同線と切り分け、使い勝手を良くしている。

群衆避難リスクを抑え、様々なイベントにおいて興行性と安全性を両立している。
スタジアムが多様な形で多用途と連続して繋がることにより、従来には無い活用形態を構築している。さらにコンコースが試合が無いも

設けることで、新しい空間と高い回遊性を創り出し、機能の相乗効果を生み出している。
複合施設として運用面での重ね使いによる「使い方」の融合を図った。例えば、ホテルとスタジアムの重ね使いとして、日常時：ホテル客室、
試合時：ＢＯＸルームとすることで一つの空間に複数の意義を与え、新しい価値と高い効率性を作り出した。
長崎の街並みの連続となるコンコースには敷地各所より大階段等でアクセスすることができ、屋上を含めて気軽に訪れることを可能と

ホテルと商業施設を共通の熱源とし、コジェネを導入することで高い給湯、エネルギー需要に対して効率の良い熱源計画とした。
施設内各所の換気設備に全熱交換器や変風量制御を導入することで外気負荷の削減を行っている。
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□自己評価欄

15先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

○ 211環境負荷

12資源消費

13地域環境性

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

○

☆

常時開放されたスタジアムが長崎の日常となり、試合時には超複合型スタジアムとして新しい非日常の価値を提供する。

☆

☆

☆

☆

コンコースなどを活用し各棟の避難ルートを独立してもうけることで避難リスクを最小限に抑えた。多段階放送鳴動方式を導入することで、

□特に重
視したデ
ザインの
視点

今後発展するICT技術等の導入も行っており、多様なイベントへの追従性も高く、完成度がより高まる仕掛けとしている。 ○
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日常時に開放されることで、よりスタジアムが市民の日常となる新しい価値観を創出している。 2
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長崎スタジアムシティは、スポーツとエンターテイメントが生み出す非日常が街の日常となる、これからの
地方創生モデルの実現を目指した民設民営のプロジェクトである。６つの建築群（スタジアム、ホテル、ア
リーナ、オフィス、商業、立体駐車場）が２層の開放されたスタジアムコンコースに環状に融合する延床２
０万㎡の「スタジアムを中心とした街」は、非日常の建築プログラムが日常的に開放される、公園のような
日常体験を提供し、イベント時には熱狂が街へ連続する街の劇場空間と化す。被爆地長崎から、新たな平和
のシンボルとしてシビックプライドを高め、この場所を起点として街全体の活性化につなげることを目指し
ている。

長崎スタジアムシティ NAGASAKI STADIUM CITY

所在地 長崎県長崎市幸町
主要用途 観覧場 ホテル マーケットその他の物品販売業を営む

店舗 飲食店 事務所 駐車場 サービス店舗 大学
公衆浴場 保育所 遊技場 その他

規模────────────────────────────
敷地面積 74,711.78㎡
建築面積 44,597.42㎡
延床面積 194,684.89㎡（ホテル棟：47,586.59㎡

商業棟：32,890.78㎡ スタジアム棟：34,780.63㎡
オフィス棟：28,693.75㎡ アリーナ棟：22263.77㎡
駐車場棟：22578.02㎡ ）

建蔽率 59.70%（許容：80%）
容積率 205.88% （許容：400%）
階数 ホテル棟：地上14階 塔屋1階 商業棟：地上7階

スタジアム棟：地上６階 オフィス棟：地上12階
アリーナ棟：地上6階 駐車場棟：地上6階

敷地条件──────────────────────────
地域地区 市街化区域 準防火地域

長崎スタジアムシティ地区計画
道路幅員 西側24.7ｍ 南側11.9ｍ 北東側5.8ｍ 東側5ｍ
駐車台数 1174台

スタジアム棟構造──────────────────────
主体構造 スタンド：鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造
屋根：鉄骨造 杭・基礎 マットスラブ・独立基礎
商業棟構造─────────────────────────
主体構造 鉄骨造 杭・基礎 独立基礎・べた基礎
ホテル棟構造────────────────────────
主体構造 鉄骨造 杭・基礎 杭基礎
アリーナ棟構造───────────────────────
主体構造 鉄骨造 杭・基礎 既製コンクリート杭
オフィス棟構造───────────────────────
主体構造 鉄骨造 一部CFT造杭・基礎 既成杭
駐車場棟構造────────────────────────
主体構造 鉄骨造 杭・基礎 地盤改良・独立基礎

【長崎スタジアムシティ：融合】
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Nagasaki Stadium City is a privately funded and operated project aiming to realize a future regional revitalization model in which the 
extraordinary created by sports and entertainment becomes the city’s ordinary life. Six buildings (stadium, hotel, arena, offices, commercial 
facilities, and a multi-story parking garage) are integrated into a circular two-story open stadium concourse, creating a "stadium-centered 
city" with a total floor area of ​​200,000 m2. The extraordinary architectural program is open to the public on a daily basis, providing a park-
like everyday experience, and during events, the city transforms into a theatrical space where excitement flows throughout the city. The goal 
is to raise civic pride in Nagasaki, a city devastated by the atomic bomb, as a new symbol of peace, and to use this location as a starting 
point for revitalizing the entire city.

街に開放されたコンコースは厳しい暑さから守られた半屋外空間で、市民が安心してウォーキング、ランニ
ングを楽しめる日常的な環境を提供するとともに、このコンコースを舞台に一年を通して様々なイベントが
開催される。長崎の魅力ある伝統行事の開催や施設装飾、クリスマスイルミネーション、新春三が日イベン
トなど、観光客は勿論のこと地元市民も楽しむことができる工夫を行っている。
また、スタジアムシティ全体の屋上面を最大限に活用し、アリーナ屋上のフットサル場、３×３練習場など
で市民の日常的な健康増進を支援する。他に類を見ないスタジアム上空を滑空し建物をつなぐジップライン、
商業棟屋上３６０度パノラマの足湯からは、長崎の豊かな山々や長崎港の豊かな景色を望むことができ、長
崎の魅力を再発見できる空間を随所に散りばめている。

市民健康促進と長崎の魅力再発見の空間創造

東西に抜けのある棟配置とすることで、スムーズな動線計画とともに、東西の稲佐山と金比羅山の豊かな自
然の景色を敷地内各所から感じられ、また山間を抜ける恒常風に対しても南北に沿うスタジアムに隣接する
ホテル棟の配置とすることで、芝生面や回遊空間へ心地よい風を導いている。また、長崎の街並みとの調和
を図るため、長崎の色彩コードと調和するウォームグレイ（あたたかみのあるグレイ）を全体の基調色とし
た外装計画とし、また外構や建物のライトアップ照明は、長崎の斜面の夜景の特徴である点光源の電球色を
基調とすることで、世界新三大夜景に認定されている長崎の美しい夜景との調和を目指した。

長崎の自然と、まちとつながる

2024年10月開業以来、一年間で集客数485万人を動員し、地域の賑わいと経済の活性化に貢献をしている。
施設内の便所や潅水には雑用水利用を導入しており、その原水には雨水や厨房排水を活用し、水の再利用に
積極的に取り組んでいる。施設全体の雑用水利用に占める再生水利用の割合は約87%という実績となっており、
資源の有効活用とともに地域インフラへの負担軽減を果たしている。
また、ホテルと商業施設は共通の熱源システムとしており、建設コストの合理化を図るとともに棟間エネル
ギー融通を行い、脱炭素の取組みを実践している。さらに800kWのコージェネレーションを設置することで
電力デマンドの低減を図ると同時にホテル、商業施設での排熱利用による合理的なエネルギー利用を実践し
ている。

社会に与える好循環

色彩計画

立面図 ランドスケープ計画

夜景のまちに溶け込む照明計画コンコースの広場で開催される様々なイベント市の伝統行事やお祭りでのコンコースの活用

可変性があり多用途で活用できるアリーナ市民の「名を刻むレンガ」が彩るアリーナ前の広場試合が無い日も開放されているコンコース

観戦シート付きのホテル客室コンコースから連続してつながるアウトモール商業公園のような憩いの場となったスタジアム座席

日本初のスタジアム上空を滑空するジップライン様々な企画席やピッチと距離の近い座席など、臨場感を最大限に高めたスタジアム

51%

36%

13%
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雑用水原水の割合施設内の水利用フロー ホテル・商業施設の共通熱源
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